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凡例
園路整備の検討

柵・フェンスの設置

休憩スポット

階段の設置

園路の平坦化

敷地境界

敷地境界

主要な樹木

サクラ

コナラ

クヌギ

ヤマモモ

その他

N
オシドリやカワセミなどが
みられる水辺

<池への眺望の確保>（３）
・必要な樹木・竹を残しつつ、眺望
　確保に向けた竹の間伐を行う。
・転落防止のために柵の設置や低木の
　植栽を検討する。（別添資料②参照）

<水辺の樹林の保全>
・水鳥への影響に配慮し、水際の樹
　林を保全する必要がある。　

<水鳥の観察場の設置>
・水鳥の生息環境に配慮しながら　 
  観察場の設置を検討する。
　

<湿地付近の浸水対策>（６）（別添資料①参照）

<有刺鉄線付近の安全性向上>（５）
・有刺鉄線柵を安全な柵への改修に向け、
　関係機関と協議中

<歩きやすい園路の整備>（７）

横断方向に傾斜ができている箇所は、土の切り盛りにより平坦化
し歩きやすくする。

竹の根などによって起伏ができ、歩きにくくなっている箇所は、
抜根を行う。

休憩所建設予定地

観察デッキ建設予定地

ﾊﾞｲｵﾄｲﾚ建設予定地

<大木周辺の雑木の除伐>（４）
下草刈りによって明るく、多
様な動植物が住める、気持ち
のよいスペースをつくる。
(企業の森）

<棚田跡の樹林広場としての活用>
・明るい雑木林を楽しむプログラムの実施を
行う。（例：昆虫さがし、ハンモック等）　

<池への眺望の確保>（３）
・必要な樹木・竹を残しつつ、眺望
　確保に向けた竹の間伐を行う。
・転落防止のために柵の設置や低木の　 
  植栽を検討する。（別添資料②参照）

A
B

<棚田跡周辺の園路整備>
・棚田跡の整備に併せて、昔利用さ
　れていた道を活かした園路の整備

　が必要。　

池が垣間見える

C

協議③向井池東側エリアについてー課題と基本方向案ー

向井池

○審議会で出た主な意見・課題
・勾配が急な箇所は階段の設置を検討する。（１）
・必要な園路を精査すべき。（２）
・園路から池が見えると、園路の雰囲気が大きく変わる。
　竹を間伐し、池への眺望を確保する必要がある。（３）
・シンボルツリーになりうる樹木をプロットし、それらを手掛
　かりに整備を行ってはどうか。（４）
・道幅の狭い箇所は拡幅を検討するべき。（実施予定）
・倒れた竹や、伐採後の竹の搬出をすべき。（実施予定）
・八つ橋の設置は再検討する必要がある。
・棚田跡について、活動拠点となる水辺の広場との関係性に考
　慮した整備・活用を検討すべき。
・棚田跡と園路の整備について、パーククラブとしてどちらを
　優先するか検討する必要がある。

○パーククラブから出た主な意見・課題
・園路の近くにある有刺鉄線は、安全対策が必要である。（５）
・湿地付近は歩きにくいため、改善する必要がある。（６）
・傾斜ができ、歩きにくくなっている箇所は改善すべき。（７）    

○整備・活用の方針の検討

【園路の整備・活用について】

【棚田の整備・活用について】

・一般来園者による利用に向けて、安全性を向上する。
・竹の間伐を行い、池への眺望を検討する。
・水鳥等いきものへの影響に配慮し、八つ橋の設置を見直す。

・水鳥への影響に配慮し、水辺の樹木を保全しつつ、水鳥の観　
　察場の整備を検討する。
・棚田跡の整備は、パーククラブによる維持管理が可能な範囲と
　する。

<階段の設置>（１）

浸水対策として、木道の設置を検討する。
耐久性に優れ、環境にも配慮したリサイク
ル素材を利用する。

○木道の設置

土留めを設置し、盛土を行うことで園路を高
くし、歩きやすいルートを確保する。

○土留めの設置

○園路の平坦化

竹の根や切り株によって起伏が

＜ルート変更＞（２）

ある箇所を避けるよう、園路の
ルートを変更する。

○竹の根の伐根

急勾配箇所には、リサイクルプラスチックや
丸太の階段を設置する。

m



案１：木道（再生木材） 案２：土留め（再生プラスチック） 案３：土留め（竹杭） 案４：土留め（じゃかご） 案5：土留め（土のう）

・湿地の地盤に対応した基礎を使用し、
再生木材の床板を敷く。

・土道には池周辺の現場土を使用し、園路の両側に土
留めを設置する。
・資材は湿地の地盤に耐え、傷みにくい再生プラスチッ
クを使用する。

・竹杭と、束ねた竹で土留めをつくり、土道を形成する。
・木杭によって、竹柵の強度を向上させる。

・園路の両側にじゃかごを設置し、盛土をする。
・園路の両側に石混じりの土のうを設置し、
盛土する。

天然木材に近い風合い。 ・周囲に溶け込みやすい色と素材を使用している。 ・自然環境に調和する。 ・自然景観に調和する。 ・自然景観に調和する。

△ △ ○ ○ ○

資材には再生プラスチックと廃木粉を使用しており、環
境への影響が少ない。

・特に問題なし。 ・特に問題なし。 ・特に問題なし。 ・特に問題なし。

○ ○ ○ ○ ○

・滑り止め加工が施されている。 ・特に問題なし。 ・特に問題なし。 ・足を踏み入れない対策が必要 ・特に問題なし。

○ ○ ○ △ ○

・床板の設置は人力施工が可能（専門業者の施工が不
可欠）。
・基礎の設置は機械施工が必要（専門家による作業）。

・土留め資材は府が購入し、設置・盛土は人力施工が可
能。

・木杭は府が購入し、設置・盛土は人力施工が可能。
・じゃかご設置、盛土は人力施工が可能。
・じゃかご材は機械運搬。

・土のう設置と盛土は人力施工が可能。
・敷石は機械運搬。

× ○ ○ △ △

・NETIS製品であるため高価である。 ・資材費は比較的高価である。 ・資材の竹は現地で調達することができる。 ・資材はメーカーから購入する。 ・資材はメーカーから購入する。

× × ○ △ △

・樹脂製のため耐久性が高い。 ・樹脂製のため耐久性が高い。
・現地で間伐後、放置された竹のため、定期的な取り換
えが必要である。

・じゃかごの鉄線には、溶融亜鉛めっきが使用されてい
るのため耐久性が高い。

・土のうは劣化が早いと考えられる。

○ ○ △ ○ △

× △ ○ △ △

施工面
（パーククラブに

よる
施工の可能性）

整備費

○整備の方針
・パーククラブと府ができるだけ一緒に設計・施工を行い、けっして急がず、ゆっくりと整備を進めていく。
・環境に配慮した園路整備を検討し、施設の設置は必要最低限とする。
・一般来園者による利用に向けて、安全性を向上する。

※今回の整備は、試行として暫定的な利用を想定しているため、転落防止柵は設置しない。

メンテナンス

総合評価

案

景観面
（景観への影響）

環境面
（環境への影響）

安全性

別添資料① 

湿地付近の浸水対策 



眺望スポットの整備案
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【入り江付近の眺望スポット】

【向井池東側園路の入口付近の眺望スポット】

湿地

周囲を眺めることができる

対岸を眺めることができる

対岸や周囲を広く眺めることができる

棚田

対岸の樹林

対岸の樹林

<眺望スポットA・B共通>
・入り江にはナニワトンボの生息が確認されて
　おり、秋にはトンボが飛び交う姿を眺めるこ
　とができると考えられる。
・ヤマモモの傍で休むことができる。

<眺望スポットA>
・入り江や湿地の景色が楽しめ、周辺環境の魅
　力を感じることができる。

<眺望スポットB>
・池の水面や、対岸の木々を眺めることができ
　る。

C

<眺望スポットC>
・向井池東側園路の玄関口となる眺望スポット
　で、森の入口にあるため気軽に立ち寄ること
　ができる。
・向井池を見渡せる開けた場所である。
・眺望スポットがむき出しにならないよう、植
　樹を行うことを検討する。

眺望スポットがむき出しにならない
よう、植栽による修景を検討する

30°

30°

30°

すべり角(※1)の範囲に立ち入らないよ

a-a’断面図　　1:200

b-b’断面図　　1:200

c-c’断面図　　1:200

うに、
低木の植栽(※2)や竹柵の設置を行う

池に立ち入らないように、
低木の植栽(※2)や竹柵の設置を行う

ベンチ

別添資料②

※1　すべり角は、『道路土工　擁壁工事指針　社団法人日本道路協会　（平成11年）』に基づき30度(砂質土)とする。

※2　低木は人止めのため常緑とし、向井池周辺区域の在来で地域性のある樹種とする。

すべり角範囲

すべり角範囲

すべり角範囲

すべり角範囲

C

眺望確保に向けた
竹林の伐採

眺望確保に向けた
竹林の伐採

竹柵イメージ

うに、すべり角(※1)の範囲に立ち入らないよ
低木の植栽(※2)や竹柵の設置を行う

ベンチ

ベンチすべり角範囲

眺望スポットのスペースは
比較的小さくなる

△
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△
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△
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△

GL 56.1
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GL 60.00

△
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GL 61.00
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